



































































































































仮番号 分類 見出し 説明
1
??
澤詰 始 初、哉、首、基、肇、ネ 元、胎、俶､落、權、輿
2 輝詰 君 林､窯、天、帝、皇、王、后、辞、公、侯
3 鐸詰 大 、、
??、、??、、??、、??、、??????、、??、、??、、??、、、??、、、?????、、??、、、??、、、??
4 鐸詰 有 幌、尼
5 鐸詰 至 迄､藻、極、到、赴、來、弔、艘､格、戻、懐､催、唐
6 輝詰 性 如、適、之、嫁、祖、逝
7 稗詰 賜 寶、貢、錫、界、予、既
8 鐸詰 善 儀、若、祥、淑、鮮、省、減、嘉、今、類、鮴、穀、攻、穀、介、徽
9 稗詰 救 野､業、順
10 鐸詰 緒 鋳､業､順､叙
11 輝詰 樂 怡､‘澤、悦､欣、桁、喜、愉、豫､榿､康、枕、般
12 輝詰 服 悦､惇、愉、緯、賓、協
13 輝詰 自 邇、遵、率、循、由、從
14 輝詰 循 這、遵、率
15 緯詰 謀 靖､惟、漠、圖、詞、度、杏、諏、究、如、慮、謨、猷、肇、基､訪
16 輝註 常 典、鐸、法、則、刑、範、矩、庸、値、律、蔓、職、秩
17 輝詰 法 何、憲、刑、範、辞、律、矩、則
18 輝詰 罪 事、辞、戻
19 澤詰 壽 黄髪、齪歯、飴背、者老
20 澤鈷 信 允、孚、萱、展、誰、誠、亮、詞
21 鐸詰 誠 展、謹、允、慎、曹
上記のうち、太字部分を用いて、若干の補足説明をする。
‐15‐
22 鐸註 戯謹 讃良笑敷
23 緯鈷 日 響､子､麦
別 輝詰 子 愛､雪




27 輝詰 匹 仇､織、敵、妃、知、儀
28 輝詰 對 妃､合、會
29 輝註 娘 妃
30 鐸鈷 繼 紹､胤、嗣、鯛、纂、綾、續、武、係
31 鐸註 靜 急､謙、溢、蟄､慎狢、謡、顎､顕、密、寧




34 緯詰 這 永､悠、掴、違､這、邊､闇
35 鐸詰 邇 永､悠、廻、這
36 輝鈷 穀 鱈、壊、妃、垢
37 輝詰 陳 矢、錐、引、延、順、薦、劉、鐸、P、旅
38 輝詰 主 戸、職
39 輝詰 菜 P
40 輝詰 官 菜、寮
41 鐸詰 事 績、緒、采、業、服、宜、貢、公
42 鐸詰 長 永､義、引、延､融､駿




45 鐸詰 勝 犯、箸、果、毅、剋、捷、功、肩、堪
46 鐸詰 克 勝、肩、識、劉、殺
47 輝註 殺 劉､獺、斬、刺
48 輝詰 勉 聲聲、悪没、孟、敦、勗、釦、茂、勘、肋
49 鐸詰 強 篤、務、昏、啓
50 緯詰 我 叩、吾、台、予､朕、身､甫､余､言
51 稗詰 身 朕、余､躬
鬼 緯詰 予 台､朕、賓､界、卜、陽
53 輝詰 筵 南、延、誘、薦、鮫、晉、寅、蓋
54 鐸註 進 蓋、賎、迪、窯
55 緯詰 導 詔、亮、左、右、相
56 鐸詰 勵 詔、相、導、左、右、助
57 輝詰 右 亮、介、尚
58 輝註 亮 左、右

































































































ているので、相互選択を示す「。」のマー 1 A男溌域繊翻･キ0 6 1 3 1スター
クがついている｡またJ次とは相互に排 ；:豐雲鬘篝雪× gooｷ‘,'4020スター
斥しているので、相互排斥を示す「キ」マ 4 D夫感繍蕊溌x OO31 1 0
－クになっている。 5 E彦一~びび一蕊鐵唖00602 0スター
横に見ていった擁駅柵排斥の状況に沌惠キ××･働溌灘×キキ'‘イ･懲餓灘× 2210
よって、多くの子から選択されている者に 8 H郎× × ･×､003300周辺児
は｢スター｣、多くの排斥を受けている者に 9 I弘 ×× キ 、キ0402孤立児



















































































































仮番号 見出し 他の説明との一致数 他の見出しとの一致
(自身を引いた後の数）
単純加算によるIF
233為 5 4 9
☆554窯 6 0 6
105業 5 0 5
213戻 4 1 5
4 有 4 1 5
☆472珍 3 2 5
378相 3 2 5
288懐 2 3 5
448既 1 4 5
528勢 2 2 4
239延 4 0 4
523安 3 1 4
95 遇 3 1 4
322會 2 2 4
218逮 3 1 4
57右 3 1 4
230齊 3 1 4
340遇 2 2 4
32落 2 2 4
1m微 2 2 4






1078叙 0 7 7
1079琴 0 7 7







1081異 0 7 7
1083腓 0 7 7
1084剰 0 7 7
☆髄5 窯 1 5 6
l的 業 1 4 5
444明 3 2 5
464猷 0 5 5
723霜 0 5 5
8 安 2 2 4
☆32延 1 3 4
88体 0 4 4
285續 0 4 4
297相 2 2 4
303卒 0 4 4
833齊 2 2 4






























但し、この図は、本来、 「陳｣、 「矢｣、 「誰｣、 「引｣、 「延｣、 「II同、 「薦｣、 「劉｣、 「綱、 「戸｣、脈」などの
全てを同等の結束線で結ぶべきだが、図があまりに煩雑になるため、見出しで代表せしめた場合の図とし
て作成したものである。
「陳｣、 「長｣、唯｣、「間」がそれぞれのグループを作り、それらが「延」によって結ばれることがわか
る。図示によって、 「引」も同様の役割を果たしていることも判明する。
引
以上、臓卿の語彙空間を把握するに資する内部構造の検証ができた。
■今後の謡誼
今後は、オブジェクトとオブジェクトを結んでいるノードを結ぶリンクの結束線を鳥倣できるようにす
る視覚化システムの検討、そのリンクが保持しているベクトルが、一方向なのか、双方向なのか、一方向
の場合にそれは正のベクトル／負のベクトル（例えば同義・類義／対義など）の何れなのか…なども区別
したビジュアライゼーション（視覚化）の実装を検討する必要があろう。
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